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はじめに 

 

 ２０１６年の「主要国首脳会議（Ｇ７サミット）」が、本県の伊勢志摩で開催されます。 

「伊勢志摩サミット」です。安倍総理大臣は、伊勢志摩が、日本の美しい自然、豊かな文化、

伝統を世界のリーダーたちに肌で感じてもらえる場所であり、その中心にあって悠久の歴史を

紡いできた「伊勢神宮」は、たくさんの日本人が訪れ、日本の精神性に触れていただくには大

変良い場所であるとして、Ｇ７のリーダーたちと荘厳で凛（りん）とした空気を共有したいと

考えました。また、志摩の大小の島々、美しい入り江など、日本の原風景とも言える美しい自

然、日本のふるさとの情景をリーダーたちに肌で感じていただきたいとして、この地を選びま

した。 

 

伊勢志摩地域を含め、南北に長い三重県には、温暖な気候・風土のもと、海・山・川など

豊かな自然がすべて揃っています。 

 海は、砂浜の海岸線が続き、穏やかな内海の伊勢湾、鳥羽志摩のリアス式海岸を経て、一

転、勇ましい表情を見せる太平洋、熊野灘と続いています。 

また、山・川も、北勢地域には、木曽三川の河口、鈴鹿山脈を構成するセブンマウンテ

ン、中南勢・伊賀地域には、布引山地とそれに連なり日本百名山にも数えられる大台ケ原山及

びそれらを端として流れ出る河川とその流域、東紀州地域には、紀伊山地とそこから一気に熊

野灘まで流れ出る急流な川など、まだまだ手つかずの本物の自然がたくさんあります。 

こうした三重の自然には、日本の皆様だけでなく、世界の皆様が、景観としてだけでな

く、五感で楽しみ、そして、その地域で暮らす人たちや集まった仲間たちとも交流の輪を広

げ、思い出の地として心に刻んでいただけるような魅力が詰まっています。 

  

一方で、自然豊かな地域にも、人々の暮らしがあり、産業があります。これまで自然との

共生のなかで脈々と培われてきた地域住民の生活を持続的に発展させていくことが求められて

います。そのためには、豊かな自然を、経済循環の中で保全しながら、後世に確実に引き継ぐ

とともに、地域資源として積極的に活用し、地域収入の増大や雇用の創出に結び付けていくこ

とが必要と考えています。 

 

幸いにも、日本人国内延べ旅行者数は平成 27 年４月以降、前年同月と比較して回復傾向を

見せているとともに、訪日外国人数（インバウンド）も、平成 27 年に 1,973 万人（速報値）

と３年連続で過去最高となり、平成 32 年に年間 2,000 万人の達成をめざす政府の目標は早く

もほぼ達成された状況となっています。 

 県では、日本人旅行者数の回復とインバウンドの増加を追い風とするとともに、サミットの

開催を、「三重」を世界に発信する千載一遇の好機と捉え、自然や景観のすばらしさを発信す

るほか、自然の魅力を“体験”、“ツーリズム”という方法で発信し、食や観光、アウトド

ア・スポーツや教育に関係する事業者などとも連携しながら、国内外から人を三重に呼び込

み、交流の拡大を進めることで、地域の活性化と環境の保全、さらには体験者の移住・定住へ

とつなげていきたいと考えています。 

 

こうしたことから、ここに本県を「自然体験の聖地」にしていくための取組方向などをま

とめた「三重まるごと自然体験構想」を策定し、今後、この構想の実現をめざし、施策を効果

的に実施していきます。 

 

 平成２８年２月 
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第１章 自然体験を促進する目的と構想策定の狙い、構想の期間 

 

１ 自然体験を促進する目的 

 

三重県には豊かな自然があります。海・山・川すべてが揃っています。市街地から車で 

３０分も走れば、そうした自然に簡単に触れ合えます。 

 こうした自然は立派な地域の資源です。これまでは景観としてでしか見てこなかった自然に

ももっと活用の方法があるはずです。 

 

 県では、自然を“景観”として楽しむだけではなく、“体験”というよりアクティブな方法

で活用し、子どもから大人、高齢者に至るまで、国内外から多くの人を呼び込み、自然の大切

さへの理解の醸成を進めたいと考えました。そして、地域との交流、集まった仲間たちとの交

流を図ることで、地域の活性化や自然環境の保全、さらには、地域への移住・定住へとつなげ

ていきたいと考えています。 

 

２ 構想策定の狙い 

  

三重の自然は、県民の皆さんにとって、一番に好まれている郷土の魅力であり、世界に誇る

べき資源です。Ｇ７サミットの開催地として選ばれた理由も、志摩の大小の島々、美しい入り

江など、日本の原風景とも言える美しい自然、日本のふるさとの情景が三重にあったからこそ

です。 

 

この構想は、地域が、この素晴らしい自然を“体験”というサービスにして提供・発信する

ことで、三重県を国内外から人の集まる「自然体験の聖地」にしていくため、自然体験活動団

体をはじめ、地域振興に取り組む市町や関係機関、観光や教育、スポーツなどの振興に関係す

る団体や事業者などがオール三重で実現をめざす、その姿や取組の方向などをまとめたもので

す。 

  

 この構想を推進することにより、これまで地域が受けてきた自然からの恩恵をさらに豊かで

確実なものとしていくとともに、この自然を、後世を生きる次代の人びとに着実に引き継いで

いくことができる自然環境保全・活用の先進県として、日本の中で、また世界の中で、三重の

存在感をアピールしていきます。 

 

３ 構想の期間 

  

この構想の期間は、「みえ県民力ビジョン第二次行動計画」の期間に合わせ、平成28年度

から平成31年度までとします。 
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２ 本県の豊かな自然 

 

（１）豊かな自然 

① 地形 

三重県の総面積は5,773km２で日本の国土面積の1.53％を占めています。海岸線延長

は1,083km で全国の3.25％に相当し、面積の割には長い海岸線を持っています。 

県の北西部地域には鈴鹿山脈、布引山地等が連なり、中央から南部にかけては台高山

脈、紀伊山地がそびえています。河川は一級河川７水系363 本、二級河川74 水系193 

本が三重県に源を発し、伊勢湾、熊野灘、大阪湾に注いでいます。 

 

② 気候 

太平洋側の気候で概ね温暖で、北部が平均的な降水量であるのに対し、南部は日本有

数の多雨地域となっています。 

また、日照時間が長く、津では年間2,000時間、多雨地域の尾鷲でも1,900時間を超

えており、東京、札幌、鹿児島などと比較しても長くなっています。 

  

③ 自然公園 

県内の自然公園は、国立公園が２ヶ所、国定公園が２ヶ所、県立自然公園が５ヶ所あ

り、県土に占めるこれら自然公園の面積割合は約35％と高く、全国の都道府県のなか

で３番目に高い状況です。 

 

④ 地域別の自然と自然体験活動を行う主な団体の状況 

１）北勢地域 

本地域は、県の北部に位置しており、北側に養老山地、西側に鈴鹿山脈を望み、東

側に伊勢湾があります。山麓部には茶園、平野部には水田地帯が広がっています。 

◆ 鈴鹿山脈一帯は鈴鹿国定公園に指定されており、御在所岳をはじめ、雄大な山々が

連なっています。 

◆ 員弁川や鈴鹿川などの上流部は、美しい渓流、木曽三川河口部は水郷地域となって

います。朝明川の河口部には干潟（高松海岸）などもあります。 

◆ 伊勢湾の海岸部は、千代崎海岸以南で「白砂青松」の美しい砂浜が続いています。 

◆ 冬の美しい樹氷も有名な御在所岳や花の百名山に数えられる藤原岳等でのトレッキ

ング、青川峡でのキャンプ、農業体験などが楽しめます。また、自然体験を通じた幼

児教育なども行われています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２）中南勢地域 

本地域は、津、松阪の市街地の西側に、布引山地や高見山地、紀伊山地が連なって

おり、山麓部には茶園、平野部にかけては豊かな水田地帯が広がっています。 

 

トレッキング（竜ヶ岳） キャンプ（青川峡） 野外体験保育 
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◆ 布引山地、高見山地の一部は、室生赤目青山国定公園に指定されています。 

◆ 松阪市や大台町などの中山間地には、スギ・ヒノキの美しい森林や茶畑が広がると

ともに、平野部は水田地帯、松阪市の飯南町深野には、美しい棚田もみられます。 

◆ 雲出川、櫛田川、宮川などには、瀬戸ヶ渕、奥香肌峡、大杉峡谷といった上流部に

美しい渓流や峡谷、登山道があり、これらの河口部に形成された干潟には、ハマボウ

の自生地や野鳥の飛来地があります。 

◆ 伊勢湾沿岸には、阿漕浦海岸や五主海岸、松名瀬海岸などの美しい砂浜もありま

す。 

   ◆ 津市森林セラピー基地でのノルディックウオーク、日本三大峡谷のひとつ大杉峡谷

でのトレッキング、清流宮川での川遊びやキャンプ、ラフティング、宮川ダム湖での

ＳＵＰ、勢和の森でのマウンテンバイク、農林業体験などが楽しめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

３）伊勢志摩地域 

本地域は、伊勢神宮を中心に発展し、神宮林や美しいリアス式海岸が伊勢志摩国立

公園に指定されています。また、平野部は少なく、山地が海へとつながっています。 

◆ 地域の南西側は、紀伊山地の起伏のある山並み、変化に富んだ海岸を有する熊野灘

につながっています。 

◆ 平野部では、稲作や野菜の生産などが行われるほか、南伊勢町などの山麓部では、

みかんなどの果樹園がみられます。 

◆ 地域内には、宮川、大内山川など、鮎釣りやキャンプ場、河口部は野鳥飛来地とし

て、また、五十鈴川は、伊勢神宮内宮の御手洗（みたらい）場となるなど、古くから

県民に親しまれている清流があります。 

◆ 伊勢湾や熊野灘沿岸には、答志島、神島など大小の島々、真珠筏の浮かぶ英虞湾、

御座白浜など、三重県を代表する風光明媚な自然があります。 

◆ 伊勢から熊野を結ぶ熊野古道伊勢路の一部は、「紀伊山地の霊場と参詣道」として

世界遺産に登録されています。 

◆ 鳥羽の海の自然や地域のつながりが実感できるエコツアー、英虞湾でのシーカヤッ

クやウォーターボール、五ヶ所湾での釣りをはじめとするマリンレジャー、海女の仕

事に触れながら磯料理を楽しめる海女小屋体験、農林漁業体験などが楽しめます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

トレッキング（大杉峡谷） ＳＵＰ（宮川ダム湖） マウンテンバイク 

（勢和の森） 

ウォーターボール 

（英虞湾） 

海女小屋体験 森林体験 
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⑤ 県内におけるエコツーリズムの展開 

    エコツーリズムは、地域ぐるみで自然環境や、自然環境と関連のある風俗慣習などを

核とした地域固有の魅力を観光客に伝えることにより、その価値や大切さの理解を促進

するとともに自然環境の保全にもつなげていくことを目指す観光形態です。 

こうした取組を推進するため、平成20年に「エコツーリズム推進法」が制定・施行

されており、平成28年１月末時点では、全国６カ所において、市町村や地域住民、観

光関連事業者などで組織化された地域のエコツーリズム推進協議会が全体構想を策定し

て国の認定を受け、エコツアーの実施などに取り組んでいます。 

このうち、本県では鳥羽市と名張市の２か所が平成26年に国の認定を受け、さまざ

まなエコツーリズムの取組を展開しています。     

 

■ 地域別の自然 

 山 川 海 里 

北勢地域 

鈴鹿国定公園、東海
自然歩道、養老山
地、鈴鹿山脈・セブ
ンマウンテン、湯の
山温泉 

水郷県立自然公園、
木曽三川・水郷地帯
員弁川、朝明川、三
滝川、鈴鹿川、キャ
ンプ場 

伊勢の海県立自然公
園、伊勢湾、高松海
岸、千代崎海水浴場 

鈴鹿山麓に広がる茶
園、亀山坂本の棚
田、平野部の田園 

中南勢 
地域 

室生赤目青山国定公
園、東海自然歩道、
近畿自然歩道、赤目
一志峡県立自然公
園、香肌峡県立自然
公園、奥伊勢宮川峡
県立自然公園、青山
高原、布引山地・高
見山地、紀伊山地、
大台ケ原山 

雲出川・瀬戸ヶ渕、
櫛田川・奥香肌峡、
宮川・大杉谷 
キャンプ場 

伊勢の海県立自然公
園、伊勢湾、御殿場
海岸、阿漕浦、五主
海岸、松名瀬海岸、 

山麓茶園、飯南深野
の棚田、平野部の田
園、 

伊勢志摩 
地域 

伊勢志摩国立公園、
近畿自然歩道、横山
展望台、登茂山展望
台、南海展望園地、
鵜倉園地、朝熊山、
神宮林 

宮川、大内山川、五
十鈴川、 

伊勢志摩国立公園、
伊勢湾、熊野灘、リ
アス式海岸（的矢
湾、英虞湾、五ケ所
湾、古和浦湾）御座
白浜海岸、離島（神
島、答志島、菅島、
坂手島） 

南伊勢のみかん園、 
海女小屋、熊野古道
伊勢路 

伊賀地域 

室生赤目青山国定公
園、東海自然歩道、
赤目一志峡県立自然
公園、布引山地、 
青山高原、三国越林
道 

木津川・岩倉峡、服
部川、滝山渓谷、青
連寺湖、香落渓、赤
目四十八滝 

－ 伊賀盆地の田園、青
蓮寺ぶどう園 

東紀州 
地域 

吉野熊野国立公園、
近畿自然歩道、紀伊
山地 

北山川（七色峡、瀞
峡）、銚子川（魚飛
渓）、熊野川（飛雪の
滝）、キャンプ場 

熊野灘、尾鷲リアス
式海岸、七里御浜、 
鬼ヶ城 

みかん園、丸山千枚
田、熊野古道伊勢路 
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⑥ 交流の拡大 

    自然体験の最大の効果は、地域に人々の交流が生まれることです。交流が、さらなる

交流を生み、拡大することで、こうした自然体験による効果が相乗されていくことが期

待できます。また、こうした交流の拡大を通じて、二地域居住や移住へとつながってい

いくことも期待できます。 

 

■ 自然体験の目的や効果別分類 

目的別
種類 

観光・レジャー 
自然教育 
環境教育 

６次産業化 
ヘルス 

ツーリズム 

目的・
効果 

遊び、趣味、元気回
復、気分転換 

子どもたちや若者に対
する自然教育、環境教
育、 
親子の絆づくり 

農林水産業経営の多角
化による収益の向上 

健康の維持・増進・回
復 

体験の 
種類 

海・川・山等でのアウ
トドア・スポーツ、フ
ィッシング、自然の中
での芸術・音楽鑑賞 

自然観察、魚獲り、釣
り、森の散策、川遊
び、農林漁業体験、料
理体験、 
キャンプ 

田植え・稲刈り体験、
果樹収穫体験、網引き
体験、伐採体験、木工
体験、市民農園、農林
漁業体験民宿 

温泉療法、森林療法
（トレッキング、森林
浴）、海洋療法（タラ
ソテラピー） 

活動 
主体 

アウトドア・スポーツ
体験活動団体・関連企
業、観光関連企業・団
体、ＮＰＯ、地域組織 

自然学校、 
学習塾、ＮＰＯ、 
地域組織 
学校 

農林水産事業者、 
ＮＰＯ、地域組織 

ＮＰＯ、 
医療機関、 
地域組織 

 

４ 着地型旅行の広がり 

 

我が国における 2014 年の国内旅行の延べ旅行者数は５億 9,522 万人で、その内訳は、宿泊

旅行の延べ旅行者数が 2 億 9,734 万人（対前年比 7.2％減）、日帰り旅行の延べ旅行者数が 2

億 9,788 万人（対前年比 4.1％減）と前年より減少したものの、2015 年は、４～６月期、７～

９月期に、宿泊旅行者が前年に比べ増加しており、全体の旅行者は増加傾向にあります。 

一方で、2014 年の訪日外国人旅行者数は、1341 万人（対前年比 29.4％増）と２年連続で過

去最高となり、2015 年も 10 月までに 1,631 万人となり、年間 2,000 万人の達成が目前に迫っ

ています。 

 

 インターネットなどＩＣＴの普及により、全国津々浦々の情報の入手が容易となっており、

興味の対象となった地域について、非常に詳しい情報を持っている旅行客が増えています。ま

た、旅行客は、美しい景観や観光施設を見て、地場の味覚を堪能するだけでなく、地域に潜む

さまざまな魅力にふれ、その地ならではの歴史や文化が体感でき、驚きの体験や新鮮な感動を

求めており、旅行の志向が極めて多様になってきています。 

 

こうした旅行客の深化したニーズに、宿泊や飲食、観光施設など従来の観光事業者だけでは

対応しきれなくなっており、最近では、地域内の第一次産業や第二次産業の事業者をはじめ、

まちづくり団体、環境保護に取り組むＮＰＯ、地元に精通した多種多様な人や組織が、来訪者

の受け入れに参画するようになってきています。 

また、高齢者や障がい者など身体の不自由な方々を受け入れる体制の整備や、サポートする

団体の育成などが必要となっています。本県ではいち早くこうした取組に着手してきており、
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第５章 めざすべき姿の実現に向けた取組の方向 

  

県では、地域の活動団体等が豊かな自然を体験という方法で生かし、三重県に、そして地域

に人を呼び込み、交流の拡大や子どもたちの生き抜いていく力の育成、ひいては地域の活性化

につながるよう、さまざまな取組を進めていきます。 

 

１ 活動団体が生き生きと活動できる環境の整備 

 

（１）活動団体等によるネットワークの構築 

 県内の自然体験活動を行う団体においては、観光や教育といった同じ目的を持った団体同士

の連携は行われているものの、目的が異なる団体のつながりはまだまだ十分ではありません。 

 自然体験を通じて体験者の自然環境に対する保全意識の醸成を図るエコツーリズムの目的を

持つ同志として、活動団体の連携を図るため、交流会や研修会などの開催、ＳＮＳを活用した

グループ化などにより、活動団体のネットワーク化を進め、情報共有の深化、共催イベントの

実施などにつなげます。また、ネットワークには、アウトドア・スポーツや教育、観光に関連

した企業や団体の参画を進め、活動団体との連携強化を図ります。 

 

 

 

 

ネットワークのイメージ 
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２ 自然体験プログラムの開発や磨き上げ、体験者の開拓支援 

 

（１）地域の創意工夫や企業との連携による新しいツアー商品の開発の促進 

 体験者の開拓やリピートの拡大につなげるためには、斬新で多様な体験プログラムを用意

し、そのプログラムを地域の食や歴史文化と併せて、提供することが必要です。 

 例えば、カヤックが体験できる海辺を巡るツアーなど、体験者はもとより、体験に関連する

アウトドア・スポーツ用品メーカーや学習塾などの教育関連企業、全国にネットワークがある

旅行会社や大学などとも連携し、その地域に合った体験ツアープログラムの開発・販売を促進

します。 

 

（２）自然や食、地域産品、歴史・文化など地域資源の棚卸しと活用検討の促進 

 観光庁等の調査報告では、最近のニューツーリズム体験者は、体験プログラムの充実はもと

より、地域の食や特産品の提供、歴史や文化なども併せて経験したいとするニーズを持ってお

り、これらがリピートに大きく関係しているとしています。 

 こうしたニーズなどを踏まえ、活動団体と地域との連携による地域の自然や食、特産品、歴

史・文化などの棚卸しと、こうした資源の創意工夫による活用の検討を促します。 

 

（３）バリアフリー観光の推進 

 県では、平成25年に「日本一のバリアフリー観光県」推進宣言を行い、三重県バリアフリ

ー観光ガイド「みえバリ」を発刊し、観光情報やアクティビティの情報を発信しています。 

 また、本県には、既に身体の不自由な方々の自然体験を受け入れている団体やサポートする

団体が存在します。 

 こうした強みを生かし、さらに受け入れ環境を整えることで需要拡大を図っていきます。 

 

（４）野外体験保育の普及 

 野外体験保育の有効性を、保護者や保育・教育関係者、地域の方々に情報提供することによ

り、野外体験保育の普及に努めます。 

 

 

３ 自然体験活動を展開する人材の育成 

 

（１）地域の自然体験活動等をコーディネート、さらにはマネジメントできる人材の育成 

 地域に人を呼び込み、賑わいを創出していくためには、活動団体それぞれが単独に取組を進

めるのではなく、地域におけるすべての活動団体や観光事業者などが一体となって、効率的、

効果的に集客・交流に取り組む必要があります。 

このため、活動団体同士の交流や活動団体と観光事業者などとの連携を促進するコーディネ

ート人材を育成するとともに、育成したコーディネート人材などが、さらに集客・交流の促進

に向け、マーケティングや人材の育成、組織体制の強化などにも取り組むことができるよう、

マネジメント人材への育成を図ります。 
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（２）地域さらには県内の自然体験活動を牽引できるリーダーの育成 

 自然体験のサービスを提供する活動団体にあっては、経営の安定に向け、自然環境の保護や

漁業振興などに関係する法令を熟知し、適法に活動を進めながら、また、フィールドとなる地

域の住民からも協力やサポートを得ながら、活動を持続的に発展させていく必要があります。 

 このため、活動団体の経営安定化はもとより、活動団体同士が交流を促進するとともに、自

然体験活動が地域からも応援され、活動が持続的に発展していけるよう、コンプライアンスを

持って活動団体自身や地域、さらには県内の活動団体を牽引するリーダーの確保・育成に取り

組みます。 

  

（３）安全管理ができるインストラクターやガイド、おもてなしスタッフの確保、育成 

 自然体験サービスの提供に際して、最も重要な視点は安

全管理を怠らないことです。すべての自然には危険が潜ん

でいます。特に、子どもたちの自然体験においては、体験

プログラムで想定すべきリスクを把握し、事前のリスクの

排除とともに、万が一の対応を確保していく必要がありま

す。 

このため、国や全国の団体などが策定しているマニュア

ルなどの情報提供はもとより、研修会などを通じて、安全

管理ができる人材の確保・育成に取り組みます。 

また、自然体験もお客様に提供するサービスの一つです。おもてなしの心を持って、自然体

験そのものの魅力をしっかりと提供するとともに、歴史や文化などの地域の魅力を知識や体験

などを通じてお客様に提供していくことが求められています。 

さらに、今後増える外国人のお客様への的確な体験サービスの提供と外国語による会話力の

向上が必要です。 

 このため、おもてなし研修会などの開催や、地域住民との歴史文化に係る勉強会、外国人の

お客様への対応に係る研修会などを通じて、十分な”おもてなし”ができる人材の確保・育成

を進めます。 

 

（４）野外体験保育を推進できる人材の育成 

 野外体験保育を実施するためには、地域の自然を豊かに活用する保育内容の企画や、子ども

たちの安全管理が重要です。 

 こうしたことから、野外体験保育に関するノウハウを持った関係機関とも連携しながら、こ

うした保育者の育成に取り組みます。 

 

４ 活動団体の取組の国内外に向けた発信 

 

（１）自然体験情報を一元的に発信するＷｅｂサイトの構築 

 現在、自然体験に係る情報は、それぞれの活動団体や市町のホームページ、民間団体による

観光情報サイトから発信されています。 

 県内の自然体験に係る情報を一元的かつ効果的に発信し、国内外から多くのお客様にお越し

いただくため、自然体験のポータルサイトの構築を進めます。 
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（２）自然体験活動団体による効果的な情報発信の促進 

 地域の自然や景観、体験サービス、食、アウトドア・スポーツや教育などに関連した企業と

の連携によるイベントなど、活動団体による情報発信が効果的なものとなるよう、充実を図っ

てきます。 

 また、近年のＩＣＴの発達により、体験者からのリアルな体験情報の発信が可能となってお

り、これらの発信された情報が基となって、人の移動や交流の輪が大きくなる状況が生まれて

きていることから、ＳＮＳによる個人からの自然体験情報の投稿はもとより、Ｗｅｂカメラに

よる自然景観やヨット・カヌーなどのアウトドア・スポーツの臨場感あふれる醍醐味の発信な

ど、活動団体と体験者が一体となって行う効果的な情報発信手法などについて、観光関連企業

などと連携して検討を進めます。 

 

（３）さまざまなイベント等の誘致促進 

 平成28年の伊勢志摩国立公園指定70周年記念事業の一環で行われる全国エコツーリズム大

会をはじめ、エコツアーやアウトドア・スポーツ、自然体験教育などに関連したさまざまな国

内イベントやＭＩＣＥ（Meeting、Incentive Travel、Convention、Exhibition/Event）の県内

誘致に取り組み、三重の自然の魅力を国内外に発信していきます。 

 

（４）他県との広域連携による情報発信 

 海・山・川をフィールドとした夏の自然体験に強みを持つ本県と、例えば冬の自然体験や夏

の自然体験に特徴がある他県とが連携し、周年での体験・交流や夏の自然体験の深掘り強化な

どの促進を通じて、自然体験の魅力のさらなる発信に取り組みます。 

 

５ 県民の皆さん、活動団体や体験者等に対する自然環境の保護・保全に向けた意識の啓発 

  

 県や市町、活動団体では、森林をはじめ、海や川、里山など本県の自然環境の魅力と合わせ

て、それらが持つ多面的機能の重要性などについてもさまざまな機会を通じて発信し、県民の

皆さんの自然環境の保全・保護に向けた意識の啓発に取り組みます。 

 

また、豊かな自然を”体験”という手法で活用するにあたって最も重要なことは、自然環境

を壊さず、利用することであり、さらに、体験した人々が、環境保全に対する意識を持って

日々の生活を送れるようにすることです。 

 県では、自然公園や自然歩道などの適切な保全管理に努めるとともに、活動団体や体験者は

もちろん、活動団体と連携する企業や団体が、こうした自然体験の根底に流れる理念のもとで

活動を持続的に発展させていけるよう、研修会などを通じて、意識の啓発を図っていきます。 
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第６章 具体的な取組計画の策定及び実践に向けた支援と構想の見直し 

 

今後、この構想の取組方向に沿った活動などが、それぞれの活動団体や地域のマネジメント

体制・組織において促進されるよう、県や市町は、関係する部局や機関などが連携し、活動団

体や地域のマネジメント体制・組織等による具体的な取組計画の策定及び実践のサポートに努

めます。 

 

構想については、県内市町の「まち・ひと・しごと創生総合戦略」の進捗や伊勢志摩サミッ

トの開催によるさまざまな成果の状況を含む社会経済情勢の変化なども踏まえ、適宜、見直し

を行っていきます。 

 


